

























































































































































内訳は男性 37 名，女性 85 名であり，平均年齢は 19.30
歳（SD=1.38 歳）であった。また最も親しい友人の内訳
は男性 39 名，女性 83 名で，平均年齢は 19.45 歳（SD=1.54
歳）であった。
　質問紙　1. 自己愛人格傾向尺度 : 小西･大川･橋本
（2006）の自己愛人格傾向尺度（Narcissistic Personality 
Inventory-35, 以下 NPI-35 と略記する）を使用した。こ
の尺度では，注目欲求（10 項目），誇大感（8 項目），主
導性（9 項目），身体賞賛（3 項目），自己確信（5 項目）の




















あり，“積極的な - 消極的な”“人のわるい - 人のいい”






























　第 1 因子は“非社交的な - 社交的な”，“積極的な -
消極的な”などを含む 8 項目であり，外部に対して行
動的であることから外向性と命名した。第 2 因子は“不
親切 - 親切”，“人のわるい - 人のよい”などを含む 4
項目であり，得点が高いほど周囲に対して協力的であ
り，調和的な面を表していることから調和性と命名し
た。第 3 因子は“分別のある - 分別のない”，“責任感







Table2 に示した。α係数は .73 ～ .96 であり，各尺度お
よび各下位尺度ともある程度の内的整合性を示した。
　その後，各尺度および各下位尺度間について相関分析




































































































































より男性のほうが高いという報告が多数あり（e.g. 小塩 , 












American Psychiatric Association （2002）. Diagnostic and statistical 
manual of mental disorders, Forth Edition Text Revised; DSM- Ⅳ
TR. Washington, DC; Author. 
Carroll, L., Hoenigmann-Stovall, N. & Whitehead, G. I. （1996）. 
Interpersonal consequences of narcissism. Psychological Reports, 
79, 1267-1272.
Freud S.（1964）. Three Essays on the Theory of Sexuality（1905）- 
Standard Edition of the Complete Psychological Works of Sigmund 
Freud Vol.7 London, Hogarth Press, 
Fromm, E.（1956）. The art loving. New York; Harper & Brother 
Publishers.（フロム , E.　鈴木 晶（訳）1991 愛するということ 紀
伊国屋書店）
Gunderson, J. G. (1984). Boederline personality disorder Washington 
DC: American Psychiatric Press Inc. （ガンダーソン , J. G. ･松本
雅彦･石坂好樹･金 吉晴（訳） （1988）. 境界パーソナリティ障害
―その臨床病理と治療―　岩崎学術出版社）
林 文俊（1978） 対人認知構造の基本次元についての一考察 名古
屋大学教育学部紀要（教育心理学科）, 25, 233-247.
Kohut H. （1971）.  The Analysis of the Self - New York, International 
Universities Press, 
小西瑞穂･大川匡子･橋本 宰 （2006）. 自己愛人格傾向尺度
（NPI-35）の作成の試み　パーソナリティ研究 , 14, 214-226.
小西瑞穂･山田尚登･佐藤 豪（2007）. 自己愛人格傾向とポジティ
ブ･イリュージョンとの関連　同志社心理 , 54, 7-18.
小西瑞穂･山田尚登･佐藤 豪 （2008a）. 自己愛人格傾向についての
素因―ストレスモデルによる検討 パーソナリティ研究 , 17, 
29-38.
小西瑞穂・山田尚登・佐藤　豪（2008b）.　自己愛人格傾向とポ
ジティブ・イリュージョンとの関連　同志社心理 , 54, 7-18.
町沢静夫 (2005). 自己愛性人格障害　駿河台出版社
小塩真司 （1998a）. 青年の自己愛傾向と自尊感情，友人関係の




方との関連 性格心理学研究 , 8, 1-11.
小塩真司（2007）. 自己愛傾向と自己イメージ･友人によるイメー
ジ間の差異との関連 中部大学人文学部研究論集 , 18, 1-15.
悳 智彦･衣笠隆幸･伊藤 洸（1996）. 境界例とその周辺　金剛出版
寺島 瞳･小玉正博（2003）. 他者操作行動尺度作成の試み―信頼
性・妥当性の検討―　日本心理学会第 67 回大会発表論文集 , 
153.
寺島 瞳･小玉正博（2007）. 他者を操作することに影響を及ぼす個
人内要因の検討　パーソナリティ研究 , 15, 313-322.
注 (1) 本研究は第二著者が東海学院大学人間関係学部心理学科
に提出した 2009 年度卒業論文のデータに基づいた。
